
(57)【要約】

【課題】　位相モノパルス方式のレーダの高周波部品の

数を削減する。

【解決手段】　スイッチ２２により２つの受信アンテナ

を交互に選択して選択された受信信号を受信増幅器２６

で増幅してミキサ２８で送信信号の一部と混合する。ミ

キサ２８から出力されるビート信号はスイッチ３０によ

り２つの処理系へ振り分けられる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
　 該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を 生 成
す る ミ キ サ と 、
　 該 ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理 系 へ そ れ ぞ れ 振 り
分 け る 第 ２ の ス イ ッ チ と を 具 備 す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ の 切 り 替 え に よ り 生 じ る 信 号 を 除 去 す る た め に 前 記 第 ２
の ス イ ッ チ の 後 段 に 設 け ら れ た ミ キ サ を さ ら に 具 備 す る 請 求 項 １ 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ミ キ サ に は 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ の 切 り 替 え の タ イ ミ ン グ に 同 期 し た 信 号
が 供 給 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ２ つ の ア ン テ ナ の 一 方 を 送 信 用 と し て も 用 い る た め の 送 受 共 用 器 を さ ら に 具 備 す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 位 相 モ ノ パ ル ス 方 式 の レ ー ダ 装 置 に お け る 高 周 波 部 品 の 削 減 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ ー ゲ ッ ト の 方 位 を 決 定 す る 手 法 と し て 、 ２ つ の ア ン テ ナ に お い て 受 信 さ れ る 反 射 波 の
位 相 差 か ら タ ー ゲ ッ ト の 方 位 を 算 出 す る 位 相 モ ノ パ ル ス 方 式 が 知 ら れ て い る 。 位 相 モ ノ パ
ル ス 方 式 な ど の 複 数 の 受 信 ア ン テ ナ を 用 い る レ ー ダ 装 置 で は 、 受 信 ア ン テ ナ ご と に 受 信 増
幅 器 、 ミ キ サ な ど の 高 価 な 高 周 波 部 品 を 必 要 と す る の で 、 こ の 高 周 波 部 品 の 部 品 数 の 削 減
が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 で 、 位 相 モ ノ パ ル ス 方 式 で は ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 波 の 位 相 比 較 を 行 う こ と か ら 、
こ れ ら を 同 時 並 列 的 に 処 理 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 位 相 モ ノ パ ル ス 方 式 の レ ー ダ 装 置 の 高 周 波 部 品 の 数 を 削 減
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ２ つ の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ
チ と 、 該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を
生 成 す る ミ キ サ と 、 該 ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理
系 へ そ れ ぞ れ 振 り 分 け る 第 ２ の ス イ ッ チ と を 具 備 す る レ ー ダ 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 載 用 Ｆ Ｍ － Ｃ Ｗ レ ー ダ 装 置 の 第 １ の 例 の 構 成 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 電 圧 制 御 発 振 器 （ Ｖ Ｃ Ｏ ） １ ０ か ら 出 力 さ れ る 、 三 角
波 で Ｆ Ｍ 変 調 さ れ た 送 信 信 号 は 送 信 増 幅 器 １ ４ で 増 幅 さ れ て 送 信 ア ン テ ナ １ ６ か ら 送 出 さ
れ る 。 受 信 は ３ 本 の ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ ， Ａ Ｔ １ ， Ａ Ｔ ２ の う ち ス イ ッ チ ２ ２ で 選 択 さ れ た も
の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 各 ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 は そ の １ つ が ス イ ッ チ ２ ２ で 選 択 さ れ て 受 信 増 幅 器 ２

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-78388 A 2006.3.23



６ で 増 幅 さ れ 、 ミ キ サ ２ ８ に お い て 送 信 波 の 一 部 と 混 合 さ れ て 、 ビ ー ト 信 号 が 生 成 さ れ る
。 ミ キ サ ２ ８ に お い て 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 は 、 ス イ ッ チ ３ ０ に よ り 図 中 上 下 の ２ つ の 処
理 系 の い ず れ か に 振 り 分 け ら れ 、 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ ３ ２ に お い て デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ
れ 、 高 速 フ ー リ エ 変 換 さ れ て （ ３ ４ ） Ｃ Ｐ Ｕ ３ ６ へ 入 力 さ れ る 。 ミ キ サ ３ １ は 、 信 号 Ｓ Ｗ
Ｔ ， Ｓ Ｗ Ｒ に よ る 送 受 の 切 替 、 信 号 Ｓ Ｗ ０ ～ Ｓ Ｗ ２ に よ る ア ン テ ナ の 切 替 、 お よ び 信 号 Ｃ
Ｈ に よ る 処 理 系 の 切 替 の た め に ビ ー ト 信 号 に 重 畳 さ れ る 周 波 数 を 同 じ 周 波 数 、 す な わ ち こ
れ ら と 同 期 し た 信 号 と 混 合 す る こ と で キ ャ ン セ ル す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ は 図 １ の 電 圧 制 御 発 振 器 １ ０ へ 入 力 さ れ る 三 角 波 の 波 形 を 示 し 、 図 ３ の （ Ａ ） ～ （
Ｃ ） 欄 は そ れ ぞ れ 、 図 ２ の Ａ ～ Ｃ で 示 す 区 間 に お け る 制 御 信 号 Ｓ Ｗ Ｔ ， Ｓ Ｗ Ｒ ， Ｓ Ｗ ０ ，
Ｓ Ｗ １ ， Ｓ Ｗ ２ の 波 形 を 示 し 、 図 ３ の （ Ｄ ） 欄 は ス イ ッ チ ３ ０ の 制 御 信 号 Ｃ Ｈ の 波 形 を （
Ａ ） ～ （ Ｃ ） 欄 と 同 じ タ イ ム ス ケ ー ル 、 同 じ タ イ ミ ン グ で 示 す 。 な お 、 図 ２ の 横 軸 の タ イ
ム ス ケ ー ル は 図 ３ と 比 べ て 著 し く 圧 縮 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 三 角 波 の 最 初 の 周 期 、 す な わ ち 区 間 Ａ に お い て は 、 図 ３ （ Ａ ） か ら わ か
る よ う に 、 送 信 → Ａ Ｔ ０ に よ る 受 信 → 送 信 → Ａ Ｔ １ に よ る 受 信 が 繰 り 返 さ れ る 。 そ し て 図
３ （ Ｄ ） か ら わ か る よ う に 、 Ａ Ｔ ０ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 １ の ス イ ッ チ ３ ０ に
よ り 図 中 上 側 の 系 に 振 り 分 け ら れ 、 Ａ Ｔ １ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 中 下 側 の 系 に
振 り 分 け ら れ 、 並 列 的 に 処 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 区 間 Ａ に お い て は 、 受 信 ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０
， Ａ Ｔ １ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た 、 三 角 波 の 上 り 区 間 お よ び 下 り 区 間 に お け る ビ ー ト 信
号 の デ ー タ が 収 集 さ れ る 。 こ れ ら の フ ー リ エ 変 換 結 果 に 現 わ れ る ピ ー ク の 周 波 数 は タ ー ゲ
ッ ト と の 距 離 お よ び 相 対 速 度 の 演 算 に 用 い ら れ 、 ピ ー ク の 位 相 は ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ と Ａ Ｔ １
に よ る 位 相 モ ノ パ ル ス の 演 算 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 三 角 波 の 次 の 周 期 、 す な わ ち 区 間 Ｂ に お い て は 、 図 ３ （ Ｂ ） か ら わ か る
よ う に 、 送 信 → Ａ Ｔ １ に よ る 受 信 → 送 信 → Ａ Ｔ ２ に よ る 受 信 が 繰 り 返 さ れ る 。 そ し て 図 ３
（ Ｄ ） か ら わ か る よ う に 、 Ａ Ｔ １ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 １ の ス イ ッ チ ３ ０ に よ
り 図 中 上 側 の 系 に 振 り 分 け ら れ 、 Ａ Ｔ ２ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 中 下 側 の 系 に 振
り 分 け ら れ 、 並 列 的 に 処 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 区 間 Ｂ に お い て は 、 受 信 ア ン テ ナ Ａ Ｔ １ ，
Ａ Ｔ ２ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た 、 三 角 波 の 上 り 区 間 お よ び 下 り 区 間 に お け る ビ ー ト 信 号
の デ ー タ が 収 集 さ れ る 。 こ れ ら の フ ー リ エ 変 換 結 果 に 現 わ れ る ピ ー ク の 周 波 数 は タ ー ゲ ッ
ト と の 距 離 お よ び 相 対 速 度 の 演 算 に 用 い ら れ 、 ピ ー ク の 位 相 は ア ン テ ナ Ａ Ｔ １ と Ａ Ｔ ２ に
よ る 位 相 モ ノ パ ル ス の 演 算 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 三 角 波 の さ ら に 次 の 周 期 、 す な わ ち 区 間 Ｃ に お い て は 、 図 ３ （ Ｃ ） か ら
わ か る よ う に 、 送 信 → Ａ Ｔ ２ に よ る 受 信 → 送 信 → Ａ Ｔ ０ に よ る 受 信 が 繰 り 返 さ れ る 。 そ し
て 図 ３ （ Ｄ ） か ら わ か る よ う に 、 Ａ Ｔ ２ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 １ の ス イ ッ チ ３
０ に よ り 図 中 上 側 の 系 に 振 り 分 け ら れ 、 Ａ Ｔ ０ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 中 下 側 の
系 に 振 り 分 け ら れ 、 並 列 的 に 処 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 区 間 Ｃ に お い て は 、 受 信 ア ン テ ナ Ａ
Ｔ ２ ， Ａ Ｔ ０ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た 、 三 角 波 の 上 り 区 間 お よ び 下 り 区 間 に お け る ビ ー
ト 信 号 の デ ー タ が 収 集 さ れ る 。 こ れ ら の フ ー リ エ 変 換 結 果 に 現 わ れ る ピ ー ク の 周 波 数 は タ
ー ゲ ッ ト と の 距 離 お よ び 相 対 速 度 の 演 算 に 用 い ら れ 、 ピ ー ク の 位 相 は ア ン テ ナ Ａ Ｔ ２ と Ａ
Ｔ ０ に よ る 位 相 モ ノ パ ル ス の 演 算 に 用 い ら れ る 。
　 図 ４ は 本 発 明 の Ｆ Ｍ － Ｃ Ｗ レ ー ダ 装 置 の 第 ２ の 例 を 示 す 。 受 信 ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ ～ Ａ Ｔ ２
を 送 受 共 用 と し て 送 信 ア ン テ ナ １ ６ を 不 要 と す る た め 、 送 受 共 用 器 と し て の ハ イ ブ リ ッ ド
１ ８ が 使 用 さ れ て い る 点 が 図 １ の 例 と 異 な る 。
　 図 ５ は 、 図 ４ の 電 圧 制 御 発 振 器 １ ０ へ 入 力 さ れ る 図 ２ に 示 す よ う な 三 角 波 の Ａ ～ Ｃ で 示
す 区 間 に お け る 、 図 ４ の 各 制 御 信 号 の 波 形 を 図 ３ と 同 様 に し て 示 す 。 Ｓ Ｗ Ｔ が ア ク テ ィ ブ
で あ る 区 間 、 す な わ ち 送 信 が 行 な わ れ て い る 区 間 に お い て 信 号 Ｓ Ｗ ０ が ア ク テ ィ ブ で あ る
点 を 除 い て 図 ３ と 同 じ で あ る 。 す な わ ち 第 ２ の 例 で は 、 図 ４ の ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ ～ Ａ Ｔ ２ の
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う ち ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ が 送 信 用 と し て も 用 い ら れ 、 そ の 他 の 点 は 第 １ の 例 と 同 じ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 載 用 Ｆ Ｍ － Ｃ Ｗ レ ー ダ 装 置 の 構 成 の 第 １ の 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 三 角 波 に よ る 変 調 波 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 各 制 御 信 号 の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 載 用 Ｆ Ｍ － Ｃ Ｗ レ ー ダ 装 置 の 構 成 の 第 ２ の 例 を 示 す
。
【 図 ５ 】 図 ４ の 各 制 御 信 号 の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 8日 (2005.6.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
　 該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を 生 成
す る ミ キ サ と 、
　 該 ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理 系 へ そ れ ぞ れ 振 り
分 け る 第 ２ の ス イ ッ チ と を 具 備 す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ の 切 り 替 え に よ り 生 じ る 信 号 を 除 去 す る た め に 前 記 第 ２
の ス イ ッ チ の 後 段 に 設 け ら れ た ミ キ サ を さ ら に 具 備 す る 請 求 項 １ 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ミ キ サ に は 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ス イ ッ チ の 切 り 替 え の タ イ ミ ン グ に 同 期 し た 信 号
が 供 給 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ２ つ の ア ン テ ナ の 一 方 を 送 信 用 と し て も 用 い る た め の 送 受 共 用 器 を さ ら に 具 備 す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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複 数 の 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 複 数 の ア ン テ ナ の う ち の ２ つ の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受



　

　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ２ つ の ア ン テ ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ
チ と 、 該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を
生 成 す る ミ キ サ と 、 該 ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理
系 へ そ れ ぞ れ 振 り 分 け る 第 ２ の ス イ ッ チ と を 具 備 す る レ ー ダ 装 置 が 提 供 さ れ る 。
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 三 角 波 の さ ら に 次 の 周 期 、 す な わ ち 区 間 Ｃ に お い て は 、 図 ３ （ Ｃ ） か ら
わ か る よ う に 、 送 信 → Ａ Ｔ ２ に よ る 受 信 → 送 信 → Ａ Ｔ ０ に よ る 受 信 が 繰 り 返 さ れ る 。 そ し
て 図 ３ （ Ｄ ） か ら わ か る よ う に 、 Ａ Ｔ ２ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 １ の ス イ ッ チ ３
０ に よ り 図 中 上 側 の 系 に 振 り 分 け ら れ 、 Ａ Ｔ ０ の 受 信 信 号 に よ る ビ ー ト 信 号 は 図 中 下 側 の
系 に 振 り 分 け ら れ 、 並 列 的 に 処 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 区 間 Ｃ に お い て は 、 受 信 ア ン テ ナ Ａ
Ｔ ２ ， Ａ Ｔ ０ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た 、 三 角 波 の 上 り 区 間 お よ び 下 り 区 間 に お け る ビ ー
ト 信 号 の デ ー タ が 収 集 さ れ る 。 こ れ ら の フ ー リ エ 変 換 結 果 に 現 わ れ る ピ ー ク の 周 波 数 は タ
ー ゲ ッ ト と の 距 離 お よ び 相 対 速 度 の 演 算 に 用 い ら れ 、 ピ ー ク の 位 相 は ア ン テ ナ Ａ Ｔ ２ と Ａ
Ｔ ０ に よ る 位 相 モ ノ パ ル ス の 演 算 に 用 い ら れ る 。
　

　 図 ４ は 本 発 明 の Ｆ Ｍ － Ｃ Ｗ レ ー ダ 装 置 の 第 ２ の 例 を 示 す 。 受 信 ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ ～ Ａ Ｔ ２
を 送 受 共 用 と し て 送 信 ア ン テ ナ １ ６ を 不 要 と す る た め 、 送 受 共 用 器 と し て の ハ イ ブ リ ッ ド
１ ８ が 使 用 さ れ て い る 点 が 図 １ の 例 と 異 な る 。
　 図 ５ は 、 図 ４ の 電 圧 制 御 発 振 器 １ ０ へ 入 力 さ れ る 図 ２ に 示 す よ う な 三 角 波 の Ａ ～ Ｃ で 示
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信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を 生 成

す る ミ キ サ と 、
該 ２ つ の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理 系 へ そ れ ぞ れ 振 り

分 け る 第 ２ の ス イ ッ チ と を 具 備 し 、
各 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 は 、 該 複 数 の 期 間 に わ た っ て 双 方 の 処

理 系 へ 等 し く 振 り 分 け ら れ る レ ー ダ 装 置 。

本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 複 数 の ア ン テ ナ の う ち の ２ つ の ア ン テ
ナ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 を 交 互 に 選 択 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、 該 第 １ の ス イ ッ チ で 選 択 さ
れ た 受 信 信 号 に 送 信 信 号 の 一 部 を 混 合 し て ビ ー ト 信 号 を 生 成 す る ミ キ サ と 、 該 ２ つ の ア ン
テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 を ２ つ の 処 理 系 へ そ れ ぞ れ 振 り 分 け る 第 ２ の ス
イ ッ チ と を 具 備 し 、 各 ア ン テ ナ の 受 信 信 号 か ら 生 成 さ れ た ビ ー ト 信 号 は 、 該 複 数 の 期 間 に
わ た っ て 双 方 の 処 理 系 へ 等 し く 振 り 分 け ら れ る レ ー ダ 装 置 も ま た 提 供 さ れ る 。

上 記 の よ う に ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ に よ る ビ ー ト 信 号 は 区 間 Ａ に お い て は 上 側 の 処 理 系 に お い
て 処 理 さ れ 、 区 間 Ｃ に お い て は 下 側 の 処 理 系 に お い て 処 理 さ れ る 。 ア ン テ ナ Ａ Ｔ １ に よ る
ビ ー ト 信 号 は 区 間 Ａ に お い て は 下 側 の 処 理 系 に お い て 、 区 間 Ｂ に お い て は 上 側 の 処 理 系 に
お い て 処 理 さ れ る 。 ア ン テ ナ Ａ Ｔ ２ に よ る ビ ー ト 信 号 は 区 間 Ｂ に お い て は 下 側 の 処 理 系 に
お い て 、 区 間 Ｃ に お い て は 上 側 の 処 理 系 に お い て 処 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 各 ア ン テ ナ に よ
る ビ ー ト 信 号 が 両 方 の 処 理 系 へ 等 し く 振 り 分 け ら れ る よ う に 切 り 換 え シ ー ケ ン ス が 設 計 さ
れ て い る の で 、 各 処 理 系 に 使 わ れ て い る 部 品 の バ ラ ツ キ 等 に よ る 誤 差 を 吸 収 す る こ と が で
き る 。



す 区 間 に お け る 、 図 ４ の 各 制 御 信 号 の 波 形 を 図 ３ と 同 様 に し て 示 す 。 Ｓ Ｗ Ｔ が ア ク テ ィ ブ
で あ る 区 間 、 す な わ ち 送 信 が 行 な わ れ て い る 区 間 に お い て 信 号 Ｓ Ｗ ０ が ア ク テ ィ ブ で あ る
点 を 除 い て 図 ３ と 同 じ で あ る 。 す な わ ち 第 ２ の 例 で は 、 図 ４ の ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ ～ Ａ Ｔ ２ の
う ち ア ン テ ナ Ａ Ｔ ０ が 送 信 用 と し て も 用 い ら れ 、 そ の 他 の 点 は 第 １ の 例 と 同 じ で あ る 。

(7) JP 2006-78388 A 2006.3.23



フロントページの続き

(72)発明者  本田　加奈子
            兵庫県神戸市兵庫区御所通１丁目２番２８号　富士通テン株式会社内
(72)発明者  伊佐治　修
            兵庫県神戸市兵庫区御所通１丁目２番２８号　富士通テン株式会社内
Ｆターム(参考) 5J070 AB19  AC02  AC06  AD01  AD02  AD05  AD07  AE01  AF03  AH25 
　　　　 　　        AH31  AH34  AH35  BF00 

(8) JP 2006-78388 A 2006.3.23


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

